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１．南三陸椿ものがたり復興 

 

南三陸町に多く自生しその実からとれる油が生活に使われる等、町民の記憶に様々な形で残る「椿」。

大津波や塩害にも耐え生き残ったその逞しい植生から、この町に生き続ける者たちが生き方を学び、

復興に向けた希望を共有するため、椿をテーマとした交流・まちづくり活動を継続して行った。 

本活動は、以下の助成事業の一環として実施したものである。 

・トヨタ財団 2016 年度国内助成プログラム（東日本大震災特定課題）助成金（４月～５月） 

・平成 30年度おらほのまちづくり支援事業補助金（南三陸町）（６月～３月） 

・平成 30年度みやぎ地域復興支援助成金（宮城県）（６月～３月） 

・東日本大震災現地 NPO 応援基金［特定助成］東日本大震災復興支援 

 JTNPO 応援プロジェクト助成金（７月～３月） 

 

（１）椿はな咲くまちづくりお茶会 

 

椿の話題をきっかけに町民どうしの交流を図り、新しい町への希望を共有する場として開催した。 

※復興公営住宅入居者等を対象として実施。取組内容は、２－１節「復興公営住宅に関する取り組

み」２－２節「複数の団地が連携した取り組み」を参照。 

 

（２）椿のまちづくり活動 

 

時期に応じて椿の種拾いや苗木の育成、植樹した苗木の世話等、幅広い層の町民や外部支援者も

参加しやすい催事を以下の通り実施した。 

    ※復興公営住宅での取り組みについては、２－１節「復興公営住宅に関する取り組み」参照。 

 

・椿の避難路 整備活動 

日時 ８月 23日（水）９：00～12：00 

   場所 上山八幡宮敷地内およびその周辺地域 

（南三陸町志津川字上の山） 

参加 「福岡大学復興支援隊」等 21 名 

内容 以前に植樹した「椿の避難路」の草取り作業 

      を行った。 

 

 

（３）「南三陸椿くらぶ」の活動サポート 

 

町民団体「南三陸椿くらぶ」と連携し、「椿のきりこはがき」作り等を行う活動を上山八幡宮社

務所にて 12 回（5/12、5/19、6/9、6/30、7/7、8/19、9/24、10/13、1/20、1/27、2/23、3/23）実

施した。椿のまちづくり活動の担い手となってくださる方も徐々に出てきており、活動の蓄積の成

果が現れてきている。 
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２．新しい市街地におけるコミュニティづくり     

 

２－１．復興公営住宅に関する取り組み 

 

昨年度に引き続き、入居者の意向を尊重しつつ、可能な限り豊かなコミュニティ活動を育むことが

できるよう、復興公営住宅自治会への伴走支援を以下の通り継続した。 

本活動は、以下の委託事業・助成事業の一環として実施したものである。 

・トヨタ財団 2016 年度国内助成プログラム（東日本大震災特定課題）助成金（４月～５月） 

・平成 30年度おらほのまちづくり支援事業補助金（南三陸町）（６月～３月） 

・平成 30年度みやぎ地域復興支援助成金（宮城県）（６月～３月） 

・東日本大震災現地 NPO 応援基金［特定助成］東日本大震災復興支援 

 JTNPO 応援プロジェクト助成金（７月～３月） 

・三菱重工 みやぎ・ふくしまミニファンド助成金（９月～１月） 

 これまでの支援を通じて、多くの団地において、一定の住民活動が営まれるようになってきている。

今後は、このような活動の水平展開が重要となる。他団地の情報を知ることで、自分たちもこのよう

な活動をしたいといったように、競い合ってコミュニティを活性化できるところまでいければ最適で

ある。「南三陸復興まちづくり通信」が、そのためのツールとしても重要になっていく。 

 とはいえ、自治会の自走まで、まだしばらくかかりそうな団地がいくつかある。今後は、このよう

な団地に重点を置いて支援を継続していきたい。 

 

（１）町営伊里前復興住宅 

 

隣接する防災集団移転団地の方との交流が深まるようなイベントの開催や「復興まちづくり通

信」を通じた情報発信等を伴走支援した。 

  

①椿花咲くまちづくりお茶会 

     （別紙報告参照） 

  日程 ４月17日（火） 

会場 伊里前復興住宅 集会所 

参加 13名 

内容 これまでの椿のまちづくりの活動の 

   報告をしながらお茶会を開催した。 
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（２）町営戸倉復興住宅 

 

常駐するLSAのサポートが有効に機能している一方、自治会の自立という点からは課題の残る団地。

仮設住宅時代からのご縁が続いており、外部支援者主催のイベントも集会所を活用して多く行われて

いる。昨年度まで課題であった復興公営住宅と隣接する防災集団移転団地との間の縦割り意識は解消

してきているようである。 

当方からは、外部支援者のコーディネートや、交流会・外出支援活動の実施、「南三陸復興まちづ

くり通信」を通じた情報発信等の伴走支援を行った。 

 

①椿はな咲くまちづくりお茶会（第１回） 

  日程 7 月 31 日（火）午前 

  会場 戸倉復興公営住宅 集会所 

 参加 13 名 

 内容 椿をモチーフにした小物作りのアイデアや、 

    モアイバスを活用した「お出かけサロン」で 

    訪ねたい場所について意見を出し合った。 

    戸倉地区を対象にしたマップづくりを提案、 

    今後お茶会やワークショップで地域の情報 

    を収集していくこととなった。 

 

②戸倉・北上・河北ぐるっとバスツアー 

日程 ９月 20日（木） 

  会場 戸倉復興住宅 集会所発着 

参加 18 名 

 内容 モアイバスを利用し開催。地元戸倉の被災 

    地域を見て回り、震災後に地区内に整備さ 

    れた、環境省「南三陸・海のビジターセン 

    ター」を見学した。 

    さらに、隣の石巻市まで足を延ばし、「川の 

    ビジターセンター」や市立大川小学校の被災跡地を視察した。 

 

③椿はな咲くまちづくりお茶会（第２回）    （別紙報告参照） 

 日程 12 月５日（水）９：30～11：30 

  会場 戸倉復興公営住宅 集会所 

 参加 14名 

  内容 お茶っこの後、住宅地図をつなげたシートを見ながら、どういうマップが欲しいか、マッ 

     プにどういう情報が入っていたらいいかといった点についてみんなで考えた。 
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④椿はな咲くまちづくりお茶会（第３回） 

     （別紙報告参照） 

 日程 ３月５日（火）９：30～11：30 

  会場 戸倉復興公営住宅 集会所 

 参加 16名 

  内容 「椿油でけんちん汁を作りましょ！」と 

     題して開催。 

  朝のラジオ体操の後、みんなで大根、 

 人参、ゴボウなどの野菜の入ったけんち 

 ん団子を作り、和やかに会食し交流を深めた。けんちん汁には、町内で拾い集めた椿のタ

ネから絞った 100％南三陸町産の椿油を使用した。 
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（３）志津川中央復興住宅 

 

 当初、「自治会」の捉え方に入居者内で大きな差があった団地である。１つの考え方は自治会を新

年会や総会といった特定の機会だけに活動する震災前の在り方に戻すという考え方であった。もう 1

つは仮設住宅時代の経験を活かし、日常的な交流機能を持った新しい自治会へと変えていこうという

ものであった。この両者が自治会設立時に感情的に対立した結果、自治会設立後も、自治会のキーパ

ーソンたち（自治会長や役員）が本格的な交流活動の展開に躊躇する姿が見られていた。 

 このような状況を背景として、入居者・当事者ではない、第３者（＝当会）が関わって以下のよう

な活動を展開することで、住民間の意見の相違・対立に触れない形で、交流機能を提供する環境を生

み出すことができた。さらに年間を通じて伴走支援を進めた結果、自治会のキーパーソンが主催事業

を自信を持って企画するに至った。自治会や入居者有志が主導して、地域の交流機能や見守り（通学

路等）活動、外出交流活動が動き出す状況も見えてきており大きな成果であった。 

 

①椿の花流しバスツアー    （別紙報告参照） 

日程 ４月12日（水） 

会場 志津川中央復興住宅 集会所発着 

参加 14名 

 

 

 

 

②椿はな咲くまちづくりお茶会（第１回）（右写真） 

  日程 ７月 12日（木） 

  会場 志津川中央復興住宅集会所 

  参加 12 名 

        

③椿はな咲くまちづくりお茶会（第２回）            

  日程 ９月 25日（月） 

  会場 志津川中央復興住宅集会所 

  参加 10 名 

 

④草刈り作業～芋煮会 

  日程 10 月 14 日（日）    会場 志津川中央復興住宅集会所・集会所前広場 

  参加 90 名 
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⑤椿のたねっこ拾い＆まちめぐりバスツアー 

        （別紙報告参照） 

  日程 10 月 18 日（水） 

  会場 志津川中央復興住宅 集会所発着 

  参加 20 名 

 

 

 

⑥おさがりくるりん会（子ども服のお下がり会） 

      （別紙報告参照） 

  日程 10 月 28 日（日） 

  会場 志津川中央復興住宅集会所 

  参加 40 名 

 

⑦椿のたねっこ拾い（第２回） 

日程 11 月 17 日（金） 

  会場 南三陸町内（歌津地区等） 

参加 10 名 

 

⑧椿油でけんちん汁＆チラシ寿司パーティー 

      （別紙報告参照） 

日程 ３月２日（土） 

  会場 志津川中央復興住宅集会所 

参加 18 名 
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（４）志津川西復興住宅 

 

「南三陸復興まちづくり通信」を読まれ、他団地の活動について知り、ぜひうちの団地でもという

ことで、要望をいただいた。復興公営住宅と防災集団移転団地、既存団地が隣接している地区であり、

相互の融和を意識して支援した。 

 

 ①椿はな咲くまちづくりお茶会  

     （別紙報告参照） 

  日時 ８月24日（金）10：30～11：30 

  会場 志津川西復興住宅 第２集会所 

  参加 16名 

     復興公営住宅に加え、隣接する防災集団 

     移転団地や、既存団地の方も参加し、和 

     やかな懇談となった。 
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２－２．複数の団地が連携した取り組み 

 

コミュニティの一体化に向け、高台移転団地の住民と復興公営住宅入居者がともに参加できるイベ

ントを開催、両者が互いに顔を合わせ、コミュニケーションを深められる場を提供した。 

本活動は、以下の助成事業の一環として実施したものである。 

 ・平成 30 年度おらほのまちづくり支援事業補助金（南三陸町）（６月～３月） 

・平成 30年度みやぎ地域復興支援助成金（宮城県）（６月～３月） 

 

 ①町内ぐるっとバスツアー（志津川西地区） 

       （別紙報告参照） 

  日時 10月11日（木）９：00～15：00 

  対象 田尻畑行政区にお住まいの方 

  会場 志津川西復興住宅第２集会所前発着～南三陸町内 

  参加 20名 

 町の復興の様子や他の団地の様子についても見てみ

たいという声があったことを受けて開催したもの。復興

公営住宅や防災集団移転団地、既存住宅地の方によびか

けて開催。戸倉～歌津を回るコースとした。 

 

②椿はな咲くまちづくりお茶会 

日程 11月11日（日） 

会場 上山八幡宮社務所内 

対象 周辺地区の避難訓練後、交流を深めるために開催した。 

 

  ③町内ぐるっとバスツアー（伊里前地区） 

             （別紙報告参照） 

   日時 11 月 29 日（木）９：00～15：00 

   対象 伊里前復興住宅とみねはた団地にお住まいの方 

      伊里前復興住宅 集会所前発着 

   参加 16 名 

     田尻畑の取り組みの様子を聞き、歌津からも移動交 

    流会をしたいという声を受けて開催したもの。役場～ 

    結の里～入谷を回るコースとした。 
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２－３．情報発信・広報を通じた町民活動の支援 

 

 当方主催以外の催事についても、復興公営住宅や防災集団移転団地で開催された住民交流会等の様

子を取材、後述の「南三陸復興まちづくり通信」に掲載し情報発信した。通信の掲載内容を見て、団

地間の交流が生まれるなどし、一定の効果があったと考えている。 

 

①町営伊里前復興住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7/16 長野県飯島町マジッククラブ主催    8/22 南島原市から来訪した 

 交流会                   中学生によるボランティア活動 

 

 ②町営戸倉復興住宅 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    5/18 「はつらつシニアクッキング」    7/10 浄土真宗富山教区の仏教婦人会連盟 

                        による交流会 

                           

 

 

 

 

    11/24 「各地の自治体職員有志による 

        コンサートの会」 
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③町営志津川“東の東”復興住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    7/7 ほほえみの会主催「七夕会」       8/16 盆踊り＆カラオケ大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   9/5 大正大学復興支援部主催 お茶っこ      12/20 交流餅つき大会 

 

 

 

 

 

 

 

                        3/17 南三陸スマイルアゲインプロジェクト 

                           主催「歌と芝居とお団子」 
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 ④志津川中央復興住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      5/22 なかよし会主催           8/5 自治会主催「納涼まつり」 

        「サツマイモの苗植え」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      9/16 自治会主催「敬老会」       11/28 志津川中央・西合同交流会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   12/24 「ハッピークリスマスパーティー」    1/7 カリタス南三陸ベース主催 

                              「新年交流会」 
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⑤志津川西復興住宅／西ヶ丘行政区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     4/14 ヴァイオリンコンサート       5/24 楽団ひとりさん「音学会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     2/8 ほっこり倶楽部主催「ひな祭り」    2/17 「ギター演奏会＆軽食の集い」 

 

 

 ⑥寄木・韮の浜団地 

 

 

 

 

 

 

 

       3/16 宮城県臨床心理士会主催 

          「お茶っこ飲みにございん」 
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 ⑦みねはた団地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        6/17 草刈り作業                    8/18 夏祭り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         10/28 防火訓練            12/9 クリスマス会＆忘年会 

 

 

 

 

 

 

 

 

        3/2 レンドリース・ジャパン主催交流会 
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３．南三陸復興まちづくり通信発行 

 

 上述のような各地域の取り組みや町の復興状況を、月１回発行の「南三陸復興まちづくり通信」に

掲載・情報発信した。毎号 950 部発行し、支援対象復興公営住宅の入居者に全員に配布した他、行政・

社協等の関係機関、外部支援者等にも読んでいただけるようにした。 

 紙面の内容として、今年度から会員のコラム欄（雑感・編集後記）を追加し、活動するメンバーの

想いがより伝わるように工夫した。 

 今年度は、通信を読まれた方から「自分たちのところでも交流会を実施したい」と相談が来たり、

団地間で合同の交流会を持つ動きが広がったりと、情報発

信による成果の水平展開に効果が出てきた１年となった。

今後も継続的な発行を目指していきたい。 

 さらに、創刊号（2014 年７月）から第 50 号（2018 年８

月）の紙面を再録した冊子「南三陸復興まちづくり通信 合

冊版」をＡ4版、フルカラーで 200 部制作、全国の都道府県

立図書館と宮城県内の市町村立図書館のほか、これまで当

会の活動に支援いただいた全国の助成団体、町内の関係先

などに寄贈した。 

本活動は、以下の助成事業・補助事業の一環として実施したものである。 

・トヨタ財団 2016 年度国内助成プログラム（東日本大震災特定課題）助成金（４月～５月） 

 ・平成 30 年度おらほのまちづくり支援事業補助金（南三陸町）（６月～３月） 

・平成 30年度みやぎ地域復興支援助成金（宮城県）（６月～３月） 

・東日本大震災現地 NPO 応援基金［特定助成］東日本大震災復興支援 

 JTNPO 応援プロジェクト助成金（７月～３月） 

・三菱重工 みやぎ・ふくしまミニファンド助成金（９月～１月） 

 

 ①４月 第 46 号発行 

   内容 志津川市街地の国道 45 号復旧開通！ 

ありがとう♡平成の森カフェあづまーれ！ 7 年間の出会いと絆、思い出に感謝 

出来立て給食を小中 7 校へ 学校給食センターが完成 落成式！ 

「歌津地区復興支援の会一燈」がネットワーク会議 

志津川東復興住宅で「椿のお茶会」 

 

②５月 第 47 号発行 

内容 県道払川町向線 新ルート供用開始！／志津川東団地に高齢者生活支援施設開所！ 

モアイバスで椿の花流しツアー ～志津川中央復興住宅入居者が町巡り～ 

志津川で「池田敏美ヴァイオリンコンサート」／伊里前復興住宅で「椿のお茶会」 

 

③６月 第 48 号発行 

   内容 町道 3 路線同時開通／復旧工事で伊里前国道 45 号が新ルートに 

地域の復興を願い神輿巡行 歌津地区で復興記念大祭 11 年ぶりに海上渡御も 
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「コミュニティ支援のあゆみ」刊行～7 年間の活動を時系列に沿って記録～ 

 

④７月 第 49 号発行 

   内容 寄木漁港の海岸防潮堤復旧工事説明会／戸倉団地で「はつらつシニアクッキング」 

公営住宅入居者が小学生とサツマイモの苗植え 

楽団ひとりさんの出前音学会で楽しく交流！ 

高台移転みねはた団地で草刈り共同作業／復興みなさん会が社員総会 

 

⑤８月 第 50 号発行 

   内容  「歌津復興支援の会一燈」がネットワーク会議 

集会所で七夕飾りづくりに挑戦！～志津川東復興住宅で住民の交流会～ 

南三陸木の家づくり互助会役員会開催 

ＪＴＮＰＯ応援プロジェクトから助成金贈呈 

      富山名物「ます寿司」で入居者もてなす～浄土真宗の僧侶らが戸倉復興住宅を訪問～ 

      志津川中央復興住宅で「椿のお茶会」 

 

 ⑥９月 第 51 号発行 

   内容 一般社団法人復興みなさん会に復興大臣から感謝状 

          被災地の復興に向けた取り組みに尽力 

福島県外避難者と交流会開催／マジックショーで被災地を元気に！ 

戸倉復興住宅で「椿はな咲くまちづくりお茶会」 

志津川中央復興住宅で「納涼まつり」 

 

 ⑦10 月 第 52 号発行 

   内容 南三陸消防署新庁舎着工 来年 3 月完成予定 

集会所広場で盆踊り大会！～志津川東復興住宅で住民の交流会～ 

防集みねはた団地で夏祭り／南島原市の中学生が公営住宅でボランティア 

福岡大生が下草刈りのボランティア作業／志津川西復興住宅で「椿のお茶会」 

 

 ⑧11 月 第 53 号発行 

   内容 南三陸町生涯学習センター上棟 来春完成予定 

大正大学の学生が東復興住宅で住民と交流会 

志津川中央公営住宅で自治会主催の敬老会 

上山八幡宮 8 年ぶり神輿渡御と稚児行列 

戸倉復興住宅住民らがモアイバスで町巡りツアー 

復興住宅入居者らが「ぐるっとまち巡りツアー」 

 

  ⑨12 月 第 54 号発行 

    内容 「歌津地区復興支援の会一燈」がネットワーク会議開催 

志津川中央公営住宅で草刈り＆芋煮交流 



 

－ 30 － 

平成の森仮設住宅の解体撤去が完了！ 

志津川中央復興住宅住民らが「椿のタネひろいツアー」 

       高台移転みねはた団地で初めての避難・防火訓練 

 

  ⑩１月 第 55 号発行 

    内容 のぞみ福祉作業所が歌津に移転 4 月開所予定 

志津川中央公営住宅で「お下がりくるりん会」開催 

戸倉復興公営住宅で「復興応援コンサート」 

伊里前復興住宅住民らがモアイバスで町内巡り 

志津川東復興公営住宅で交流餅つき大会 

志津川中央復興住宅公営でクリスマス交流会 

 

  ⑪２月 第 56 号発行 

    内容 志津川中央と西公営住宅入居者が「交流会」 

高台移転みねはた団地でクリスマス会＆忘年会 

「地域の暮らしを守る」先進事例の視察に参加 

       ハマーレ歌津の「あわび祭り」に長蛇の列！ 

「歌津地区復興支援の会一燈」がネットワーク会議 

志津川中央復興公営住宅で新年交流会 

 

  ⑫３月 第 57 号発行 

    内容 三陸沿岸道路 南三陸町内を全通 気仙沼市へ延伸！ 

伊里前地区災害復旧工事説明会開催 

志津川西復興公営住宅集会所で交流ひな祭り 

「復興まちづくり通信 合冊版」を刊行！ 

「みやぎチャレンジプロジェクト」へご支援を 

 

 



 

－ 31 － 

４．関係主体との情報交換・連絡調整 

 

 今後の支援に必要な情報・ノウハウを習得するために、他主体が主催する会議、研修・視察等に参

加し情報交換を行った。 

 

①歌津地区復興支援の会一燈 ネットワーク会議参加 

 当会の役員が、ネットワーク会議に参加し、情報共有した。全町的に発信すべき情報があった 

際には、「南三陸復興まちづくり通信」に掲載して情報発信した。 

 

②木の家づくり互助会 定例会参加 

 

③かもめの虹色会議 参加 

 

④「いがす大賞」受賞報告 

日程 ５月９日（水） 

会場 南三陸町役場 

   内容 昨年度受賞した「いがす大賞」について、 

      副町長、総務課長に報告した。 

 

  ⑤ヒアリング対応（国際基督教大学） 

   日程 ７月４日（水） 

   会場 東北圏地域づくりコンソーシアム 事務局内（仙台市宮城野区） 

   対応 髙田会員 

   内容 大学院生 齋藤瑠夏さんからのヒアリング。みなさん会の活動について 

 

⑥視察研修対応（ふくしま仙台駅前サロン） 

 日程 ７月 25 日（水） 

 場所 志津川市街地～戸倉地区（旧・戸倉中学校等） 

 参加 25 名（福島県から宮城県内に避難されている方） 

 対応 後藤代表理事、及川理事、畠山理事 

 

 

⑦復興大臣からの感謝状贈呈 

日時 ８月８日（水）午後 

会場 歌津総合支所大ホール 

  対応 後藤代表理事、及川理事、 

     畠山理事 
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⑧地星社からの取材対応 

日程 10 月 19 日（金） 

対応 後藤代表理事 

内容 地星社発行の「宮城県被災地・地域づくり白書 2019」に収録するため、復興みなさん会の

活動経緯や特徴・今後の課題についてヒアリングを受けた。当該白書は平成 31 年３月に

発行された。 

 

⑨視察研修「現地視察会～丸森町筆甫地区の取り組みについて知る～」 

 日程 12 月 17 日（月） 

主催 宮城県 

参加 後藤代表理事、及川理事 

内容 筆甫地区振興連絡協議会の吉澤武志事務局長から

「筆甫地区の地域持続のための取り組み」につい

ての講話を聴き、同協議会が運営する地域唯一の

店舗「ふでいち」を見学した。 

 

⑩「東北被災地語り部フォーラム 2019」への講師派遣 

日程 2 月 24 日（日） 

会場 ホテル観洋 

参加 後藤代表理事 

内容 パネルディスカッション「みんなが語り部～語る

ことの意味～」に、後藤代表がパネラーとして登

壇し、意見を発表した。 

 

⑪みやぎ地域復興支援助成事業 平成３０年度活動報告会 参加 

日程 ３月 19日（火） 

会場 宮城県庁１階 みやぎ広報室 

内容 みやぎ地域復興支援助成事業の実施内容・成果・今後の見込みについて報告した。 

 

  ⑫『伴走評価エキスパート』育成プログラムへの協力 

 髙田会員が参加した上記研修プログラムにあたり、評価対象団体として協力した。 
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５．団体運営に関する事項 

 

 ５－１．総会の開催 

 

   定時社員総会を以下の通り開催した。 

    日時 6 月 24 日（日）13：25～14：40 

    会場 上山八幡宮 社務所 

    内容 平成 29年度事業報告、決算について 

       平成 30年度事業報告、予算について 

       役員改選について 

 

 ５－２．理事会の開催 

 

  ①第１回理事会 

    日時 6 月 24 日（日）13：25～13：30 

    会場 上山八幡宮 社務所 

    内容 総会提出資料について 

 

  ②第２回理事会 

日時 6 月 24 日（日）14：40～14：45 

会場 上山八幡宮 社務所内 

    内容 代表理事の選定について 

 

 ５－３．例会の開催 

 

 事業の進捗に関する情報共有・協議のため、会員を中心とした例会を以下の通り、19回開催した。 

４月４日（水）、４月１７日（火）、５月９日（水）、 

５月 22 日（火）、６月４日（月）、６月 24 日（日）、 

７月５日（木）、７月 12日（木）、７月 31 日（火）、 

８月 28 日（火）、９月 11日（火）、10 月４日（木）、 

11 月１日（木）、11月 14 日（水）、12 月３日（月）、 

１月 18 日（金）、２月 14 日（木）、３月１日（金）、 

３月 28 日（木） 

                  定例会の様子 

 

 ５－４．団体情報の発信 

 

 当団体の事業・運営に関する情報については、以下のホームページにて適宜情報発信した。 

   http://tohokuconso.org/common/minasan/index.html 

 

http://tohokuconso.org/common/minasan/index.html


 

 

 

＜資料編＞ 



 

 

 



 

 

 

みやぎ地域復興支援助成金（宮城県）補助事業 成果報告資料 



 

 



 

 

 

 

JTNPO応援プロジェクト（第2期）助成金 第４回中間報告会 報告資料 



 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

特定非営利活動法人地星社 宮城県被災地・地域づくり白書2019 掲載内容 
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広報南さんりく 2018年９月１日号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2019/2/25 朝日新聞宮城県内版 

 



 

2019/2/26 三陸新報 

 

 



 

2019/3/20 三陸新報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


